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論文の探し方①：Google Scholarを使う                   
 
① Googleなどの検索エンジンで、「Google scholar」と入力し検索。Google Scholar を選択。 
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② 以下の例のように、検索したい key wordを入力する。 

 
 
③ 検索結果が出てくるが、重要なリンクは〇（赤丸）でかこんだところと、□（青四角）
でかこんだリンク表記の箇所である。  

 
 
④ 〇（赤丸）の表記がある場合には、オンライン上で、無料で文章を閲覧・ダウンロード
等することが可能。 
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論文の情報が挙げられており、スクロールすると下の方で html 形式の論文の内容を閲覧す
ることができる。 
 
④青四角「引用元 70」となっているリンク表記をクリックすると、その文献を引用してい
る論文が検索できる。この作業を繰り返し、関連のある研究を紐づけていくことで、先行研
究を整理することができる。 

 
しかし英語論文の参照は難しい。日本語の論文を参考にしたい場合には・・・ 
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論文の探し方②：CiNii を使う                      

①「CiNii 論文」で検索し、以下のリンク表記の部分をクリックする。 

 

 
②国立情報学研究所による「CiNii」の検索画面が表示されたら、検索したいキーワードを
入力する。 
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③以下の検索結果の中で、「機関リポジトリ」や「J-STAGE」といった標記のリンク先があ
る場合には、オンライン上で、無料で論文を閲覧・ダウンロードすることが可能である。 

 
 

 
 
 
 
下記の赤い四角で囲んだリンク表記をクリックするとPDFの論文原稿をダウンロード可能 
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「Google Scholar」でも日本語論文の検索は可能。しかし、CiNii より少し網羅性が低い可
能性も。日本語論文の場合、まずは「CiNii 論文検索」の利用を強くすすめる。 
 
 

図書を探す                                
 
・初学者の場合、論文の中で引用されている本に限定して検索する方が無難。 
 
・少し慣れてきたら、「CiNii 図書検索」を利用するのも良い方法。但し、所蔵図書館とし
て、大学図書館が挙げられる。検索の結果、読みたい本が見つかった場合、地元の図書館で
入手可能か、アマゾンなどで購入可能か、さらに調べてみるとよい。 


